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1. はじめに 
近年、オープンサイエンスへの関心が高まっている。オ

ープンサイエンスとは、ICT によるデジタル化とネットワ
ーク化された情報基盤、およびその基盤で公開される情報

を利活用して科学研究を変容させる活動であり、産業を含

む社会を変え、科学と社会の関係も変える活動である[1]。
また、オープンサイエンスには、あらゆるユーザーが研究

成果である査読付き論文に自由にアクセスできるオープン

アクセスや、研究成果に至った知見、および研究データに

も自由にアクセスできるオープンデータという概念も含ま

れる。 
大阪大学はオープンサイエンスを推進している。そして、

大阪大学は情報基盤としてデータ集約基盤 ONION (Osaka 
University’s Data Aggregation Infrastructure) とデータ公開基
盤 OUKA (Osaka University Knowledge Archive) を整備して
いる。ONION はデータ集約基盤であり、学内外で生み出
されるデータを容易にかつ安全に集約する機能を持つ。そ

して、集約されたデータは高性能計算・データ分析基盤シ

ス テ ム SQUID (Supercomputer for Quest to Unsolved 
Interdisciplinary Datascience)で利活用されたり、国内外にま
たがって行われる共同研究、産学共創活動における研究者

間で共有されたりしている[2]。OUKAは機関リポジトリで、
大阪大学の教育研究活動から生み出される学術成果を電子

的に保管・公開するサービスであり、データ公開基盤とし

ての役割も果たしている。取り扱う学術成果は論文だけで

なく、画像、計測データなどの研究データも含まれる[3]。 
今後 ONION上にある研究データを OUKAで公開する必
要性が高まることが予見される。現在、オープンアクセス

において自前の公的プラットフォームを持つこと、および

バックデータを含む学術論文の著者最終稿を公開すること

の重要性が活発に議論されている[4]。OUKAでは著者最終
稿のオープンアクセス化（グリーンオープンアクセス）を

進めており、ONION 上にある研究データが学術論文のバ
ックデータとなるからである。 
オープンサイエンスにおいても、学術論文や研究データ

の公開などの研究データ管理の責任を負うのは研究者自身

である。そして、オープンアクセスやオープンデータを推

進するための研究データ管理は研究者にとって多大な負担

である。それゆえに、学術研究機関は研究者の研究データ

管理の負担を減らすための環境整備を求められている。 
大阪大学は ONIONと OUKAという基盤は整備したが、
それぞれは機能面で連携していない。つまり、データを所

有する研究者とデータを公開する場所が接続できていない

問題がある。また、研究活動における研究データ管理の

「生成→加工→分析→保存→公開→再利用→生成→…」と

いう研究データライフサイクル[5]という観点で見ると、
ONION から OUKA への「保存から公開をする」という研
究データ管理のプロセスが研究者にとって負担になってい

る問題がある。 
そこで本研究では、上記の問題に対して ONION と

OUKA を連携し、新たな負担なく容易に、安全に研究者が
研究データの公開申請をできる一つのプロトタイプを提案

する。そして、その提案を実装し、研究データ公開プロセ

スをシームレスに繋げた仕組みについて報告する。 

2. プロトタイプの提案と評価 
2.1 課題 

図 1 にデータ集約基盤 ONION 上にある研究データをデ
ータ公開基盤 OUKA で公開する場合に想定されるワーク

フローを示す。研究者が公開用研究データを送付する場合、

研究者（A）が公開用研究データを ONION（C）から一旦

自らのローカル環境にダウンロードし、OUKA 窓口（B）
宛に公開申請とともに送付する「C→A→B」というフロー
をとる。つまり、研究者は「ONION から公開用研究デー
タをダウンロードする（C→A）」「公開申請、および公
開用研究データを OUKA 窓口へ送付する（A→B）」とい
う 2 種のタスクを実行する必要がある。 

図 1 の「C→A→B」というフローにおいて、公開用研究
データが大量になれば、OUKA の申請方法を調べた上で自

ら公開申請メールを作成し、OUKA 窓口宛に送付すること

は、研究者にとって煩わしい作業である。また、公開用研

究データが大量、あるいは公開用研究データ自体の容量が

非常に大きい場合、それらを研究者のローカル環境にダウ

ンロードすることは研究者にとって負担が大きい。 
本研究ではローカル環境を経由させることなく、ONION
から直接 OUKA の窓口宛に研究者が公開申請、および公

開用研究データを送付する方法を提案する。なぜなら、こ†大阪大学 Osaka University 
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図 2 Nextcloud の公開申請メニュー例 

の連携問題では、新たな負担なく容易に、安全に研究者が

公開申請をできることが第一の目標だからである。 

2.2 プロトタイプの提案 

2.2.1 手段 
本研究は既存の ONION の機能と OUKAでの論文公開の
ワークフローを最大限に活用し組み合わせるアプローチを

採用する。そして、図１で示した公開申請の「C→A→B」
というフローを研究者（A）を経由することなく「C→B」
というフローに置き換える。 

1. 研究者が ONION上から直接公開申請をする。 
2. OUKA 窓口（B）が直接公開用研究データを

ONION（C）からダウンロードする。 
これらを実現することで、研究者は公開用研究データを自

らの環境を経由させることなく ONIONから直接 OUKA 窓

口に向けて公開申請が可能になる。 
2.2.2 実装 

ONION はオンラインストレージ構築ソフトウェア

Nextcloud[6]をポータルとして採用している。Nextcloud は
PHP と Javascript をベースに開発されており、独自のプラ

グインを開発、実装することが可能である。本研究では手

段 1と 2を実現させる連携プラグインを開発した。 
開発した連携プラグインは Nextcloud の共有メニューに

新たに「公開申請」メニューを追加するものである。図 2
は開発した公開申請メニューを示す。研究者は公開用研究

データを選択し、共有メニューを選ぶことで図 2 に示す公

開申請メニュータブの表示が可能になる。公開用研究デー

タはファイル単位のみならず、複数ファイルをまとめたフ

ォルダ単位も同様に公開申請をできるようにした。 

Nextcloud にはパスワード付きの共有リンクを発行する

機能がある。この機能を使うことで、ONION の非ユーザ

ーも ONION にあるデータをダウンロードすることが可能

になる。本研究ではこの機能を使い OUKA 窓口が公開用

研究データを ONION からダウンロードできるようにした。 
この連携プラグインでは公開申請ボタンを押すだけで、

自動的にバックグラウンドで公開用研究データのパスワー

ド付き共有リンクが生成される。そして、件名に送信日時

が付き、本文に申請者名、メールアドレス、共有リンク、

共有アイテム名、パスワードおよび備考が含まれる公開申

請メールが OUKA 窓口宛に送信される。この公開申請メ

ールは申請者にもコピーが送信される。 
連携プラグインから送信された公開申請メールを受け取

った OUKA 窓口は、公開申請メールに記載されている共

有リンクとパスワードを使用して公開用研究データをダウ

ンロードする。そして、申請者のメールアドレスを使用し、

以降の調整（メタデータの要求、補完など）を行う。 

2.3 評価 

開発終了前の受入テストでは、連携プラグインを使って

ファイルとフォルダの 2 種類のテストデータによる公開申

請評価を行った。OUKA 窓口のメールアドレスに公開申請

メールが届き、公開申請メールに記載されている共有リン

クとパスワードを使用してテストデータをダウンロードし、

OUKAリポジトリへ取り込めることが確認できた。 
今回の連携プラグイン開発では手段 1と 2を実現するこ

とで、研究者が「データを選択して『公開申請』ボタンを

押す」だけで公開用研究データを ONION から直接 OUKA
窓口に向けて公開申請することが可能になった。そして、

このプロトタイプを提案、実装したことで ONION と
OUKAを連携させることができた。 

3. まとめと今後への課題 
本研究ではデータ集約基盤 ONION とデータ公開基盤

OUKA を連携する一つのプロトタイプを提案、実装した。

その提案した仕組みで、データ公開申請の際の研究者の負

担を軽減し、容易かつ安全なデータ公開申請を可能にした。

そして、「保存から公開をする」という研究データ管理に

おける研究データライフサイクルの一部を効率化した。 
本研究のプロトタイプは、図書館側に公開申請のメール

を送るのみであり、今後重複申請を防ぐための公開申請情

報を管理する機能や公開に必要なメタデータ送付の機能な

ども必要であると考えている。 
本研究で開発した公開申請モジュールを使った実証試験

はまだ実施できていない。今後実際に ONION 上からこの
連携機能を利用して図書館宛に公開申請をして、OUKA 上
でデータを公開する実証試験を実施する。 
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